
母校の創立50周年を祝って 挨　拶

同窓会長　大畑　晃一
（5期生　昭和56年卒）

NISHIKO50　創立５０周年記念号

学校長　佐藤　昌宏

同窓会会員の皆様には、益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び
申し上げます。また、平素より同窓会活動に対しまして、深いご理
解とご協力をいただき厚く御礼申し上げます。

本年、石川県立金沢西高等学校は創立50周年の記念すべき年
を迎えることとなりました。同窓生を代表し、心よりお祝いを申し
上げる次第です。

私は、1981年（昭和56年）3月に第5期生として卒業いたしま
した。当時はまだまだ未熟な新設校で進学先や就職先の実績も乏
しく、世間からの高等学校としての評価や卒業生である私たちに
対する評価は正に未知の時代でした。

今年の3月には第47期生を迎え、卒業生の数は1万6000名を
超える母校となりました。1期生からの諸先輩方をはじめ、多く
の卒業生が社会の様々な分野の第一線で有為な人材として活躍
されています。職場においての先輩や後輩、またお取引先等で同
窓生と出会う機会や親子二代で同窓生といった方々も数多くい
る高等学校になっています。
「協調  自主  創造  清純」の校訓のもと、先生方の熱心なご指導

とご教授により育てられ巣立った私たちが、幾年が過ぎた今もな
お母校の名を誇りを持って言えることは誠に喜ばしい限りです。

この半世紀の歴史の中には、県庁舎移転にともなう現在地へ
の移設がありました。当時、多くの行政側の方々のご尽力と近隣
住民の皆様方の深いご理解、ご協力を賜り「金沢西」という名で存
続できたこと、また新都心としてこの地域が目覚ましい発展を遂
げてきた過程の中で、地域の進学校として存在感を高められたこ
とは、今後の新たな歴史を刻んでいくうえでも大きな期待を寄せ
るところであります。

同窓会活動も新設校故に、第１期の卒業生が社会人として落ち
着き始めた創立20周年辺りより、諸先輩方々のご尽力で組織的な
活動を始めた流れとなっております。過去の周年事業を振り返っ
てみますと様々な形で母校と同窓生に対し寄与してまいりました。

主なところでは、学校とPTAとの三者協議による普通教室へ
の空調設備導入工事費用に対する貸付金の拠出。40周年には同
窓生が集い井上陽水さんのコンサートを観賞する記念同窓会と
祝賀会の開催。また、教育現場のデジタル化推進に伴った普通教
室への天井設置型プロジェクターの寄贈などです。

本年は「NISHIKO 50」をスローガンに、同窓会50周年記念祝
賀会の開催と寄贈事業としては母校からの要望もあり、既設の全
てのプロジェクターの更新を行います。この創立50周年を機に、
同窓生の更なるネットワークの構築と魅力ある同窓会づくりを
目指すとともに、今後も時代に即した母校に対する支援事業を
行ってまいりたいと思います。

引き続き、同窓生の皆様方の温かいご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

同窓会の皆様には日頃より本校の教育活動に対し、ご理解・ご

協力を賜り感謝申し上げます。令和５年度の人事異動で４月に校

長として着任いたしました佐藤です。

本校は、昭和49年４月に金沢市内６番目の男女共学校として

５クラス225名でスタートしました。それから半世紀の時が経

ち、今年本校は創立50周年の記念すべき年を迎えることとなりま

した。現在本校は、24クラス1000名に近い生徒が在籍する、県下

有数の大規模校に発展拡充しております。

さて、本年５月８日より新型コロナウイルス感染症の位置付け

が「５類」へ移行しました。新型コロナが普通の病気となったこと

で、教育活動も「有事」から「平時」へと大きく転換しました。しか

し、ウイルスが消えたわけではありません。学校として基本的な

感染対策は引き続き重要と考えています。３年間のコロナ禍での

教育活動で「新しい生活様式」を強いられた生徒さんたちは、様々

な行事の中止・縮小だけでなく、昼食時の楽しいおしゃべり、休み

時間や放課後の友との語り合いやスキンシップ、部活動の制限な

ど日常的な交流の機会が奪われてきました。しかしこれからは、

感染対策を施しながらコロナ禍前の「平時」により近い教育活動

へと戻していきたいと考えています。

何よりも、コロナ禍で進んだICTを活用した効率的な学びをさ

らに進めながら、対面によるコミュニケーションが生まれやすい

環境づくりを柔軟に組み合わせていきたいと考えています。

これらを通じて生徒の皆さんがそれぞれの目標に向かってよ

り主体的に行動することを望んでいます。進む道には道標となる

ような人との出会いがあり、それを大切にしてほしいと思います。

大切なのは、一歩前へと進もうとする姿勢です。躊躇して迷うよ

うなことがあれば後で後悔するより、一度試しにやってみる。た

めだったら引き返せば良いだけのことです。「宝島」の著者ス

ティーブンソンは「我々の目的は成功することではなく、失敗にた

ゆまず進むことである」と言いました。私たち職員も生徒さんの

ために常に一歩前へ進む姿勢を取ります。

最後に、本年度も生徒の皆さんのさらなる成長と金沢西高校の

発展のために、同窓会の皆様のご支援、ご協力を賜りますようお

願いいたします。

飛  翔
石 川 県 立 金 沢 西 高 等 学 校 同 窓 会

〒920-0344　石川県金沢市畝田東3-526
TEL 076-268-4321／FAX 076-268-7329
URL https://www.ishikawa-c.ed.jp/~nishih/

50周年
記念号
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創立50周年へのお祝いの言葉
祝 辞 石動 博一

石川県立金沢西高等学校が創立50周年を迎えられましたこ
と、心からお祝いとお喜びを申し上げます。

金沢西高校は、一度、県庁移転の為に、学校が無くなるかもしれ
ないという大きな危機を迎えた事があります。しかし、開校して
歴史も浅く、同窓会も力が無かった事もあり、まだ若い卒業生た
ちが母校の為に八方手を尽くし、努力した結果、幸いな事に現在
の金沢西高校が存続する事になり、現在に至り、めでたく50周年
を迎える事が出来ました。

私が移転前の金沢西高校に入学した当時は、開校して初めて、
一年生から三年生までが揃い、とても新鮮な気持ちで、毎日の学
校生活を送った事を良く覚えています。

卒業して、二十年経った頃に、同窓会の活動に携わり、創立40
周年の折には、会長を務め、記念行事として「井上陽水コンサー
ト」を開催させて頂きました。ある意味、奇抜なイベントを開催出
来た事も、同窓会役員自体が、まだ若く、新しい発想が出来た事、
それもやはり、金沢西高校の教育理念である、「清純」「創造」「自
主」「協調」の賜物であると思います。

これからも、経済界や学術、芸術、スポーツなどさまざまな分野
で卒業生が活躍し、益々母校の名を高めてくれる事を祈念し、お
祝いの言葉とさせて頂きます。 （第３代同窓会長・第３期生）

さらなる飛翔を 福田 繫機
創立50周年を迎えられおめでとうございます。私は創立から

の11年間とその後校長として２年間、都合13年間勤めさせてい
ただきました。多くの思い出があります。その思い出を辿ると「♪
見晴るかす広野のはてェに‥‥」のメロディーが耳奥に、時々沸
き上がります。マーチ風の校歌です。

東京オリンピックのファンファーレの編曲者である須磨洋朔
氏が甲子園で歌われる勝者のどの校歌よりも生えるものとして
作曲したものです。卒業生諸君と肩を組みながら弾むように
歌ってみたいと願っています。

生徒と先生が一丸となって素晴らしい学校を創ってきた本校
は、まだまだ成長期にあると思います。半世紀の歩みをバネにし
て大きく羽ばたいて行って欲しと念願しています。西高でご一
緒できた皆様に感謝し、今後の西高を背負っていく若者たちに
大きな声援を送りたいと思います。 （創立時の職員・第10代校長）

創立50周年おめでとうございます 近藤 公一
私達第１期生が仮校舎である二水高校の旧理科センターに入

学をしてから、50年（半世紀）が経ったという事なのですね。
それから、２期生、３期生と入学された皆さまのそれぞれの３

年間の積み重ねがあって長い歴史を刻むことができました。
この寄稿を書くにあたって西高の事を振り返ってみると、同

窓会の顧問として学校全体の思い出も多くありましたが、第１期
生として私個人の３年間の思い出がいろいろと蘇ってきました。

50年という長い歴史の中で学校自体もいろいろなことが
あったのはもちろんですが、皆さまもこの機会にご自分の高校
３年間を振り返ってみられるのはいかがでしょうか？

そしてこれからも入学されるそれぞれの生徒さんの３年間
の積み重ねで、60年、70年、100年と西高校が続いていくこと
をご祈念しまして、祝辞のご挨拶とさせていただきます。

　（初代同窓会長・第１期生）

此れまでの50年と此れから 大友 恵利子
石川県金沢西高等学校創立50周年を迎えられます慶事に心よ

りお祝い申し上げます。
そして、此れまでに約16，000人の卒業生を送り出して下さい

ました母校の歴代の校長先生、諸先生方のご尽力に深く感謝申し
上げます。

振り返れば、母校には流浪の歴史があります。1974年開校時
の１期生は二水高校敷地内石川教育センター分室にてスタート
し、期の半ばから遅れて竣工した西高校舎に入校。その後1995年
頃には移転の話しが浮上し、同窓会は金沢西と言う学校名を残す
事、移転地は金沢西方面へお願いしたいと県に請願致しました。
県の理解を得て1998年現在の立派な校舎に落ち着きました。

移転から25年が経ち、今度、創立50周年を迎えて歴史を語れ
る高校へと大きく発展した事に喜びを感じます。

昨今、ICT教育、SDGs 、個性の多様化等の社会の変化で教育
現場も急変されている事かと思います。此れからも諸先生方にご
尽力を賜り、創造性豊かな、社会変化に柔軟に対応する力を持つ
学生達を送り出して頂けたらと願っております。

最後に、母校の発展、西高に携わって頂いている全ての皆様の
ご健勝を心よりお祈りし、お祝いの言葉を贈らせて頂きます。

（第４代同窓会長・第４期生）

　　NISHIKO50
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創立50周年記念事業への寄附金のお願い

母校が歴史的発展を進めようとしている今、母校の前
途を祝い、その一層の飛躍を期すため、「創立50周年記念
事業委員会」を結成し、上記の通り記念事業を行う運び
となりました。

つきましては、記念事業を実施するにあたり熱情溢る
る同窓会員の方々の絶大なる賛助をいただき、立派にこ
の事業が、有終の美を飾るよう念願しております。

ついては、何かと出費でご多端の折、誠に恐縮でござ
いますが、是非ご賛助賜りますよう切にお願い申し上げ
る次第です。本事業にご賛同を頂き，ご寄附をお考えの
方は，右記の２つの方式から選べます。

タイプ１  寄附金控除方式
　 　（一定の寄附金を支払ったときの税額控除制度）

タイプ2   返礼品受取方式
　 　（寄付額に応じて返礼品を受け取れます）

※詳しくは別紙案内をご覧ください。

　　NISHIKO50 50周年
記念号

《日　時》	 令和５年（2023年） 9月30日（土）

 　 　午後１時30分～ 創立50周年記念式典	《在校生・職員対象》
 　　 　午後２時30分～ 記念講演会	《在校生・職員対象》
  　 　講師　桂かい枝（落語家・英語落語）
 　　 　午後６時～ 記念祝賀会	《同窓生・現旧職員対象》

《会　場》	 創立50周年記念式典 石川県立音楽堂コンサートホール
  記念講演会 石川県立音楽堂コンサートホール
  記念祝賀会 ANAクラウンプラザホテル金沢

石川県立金沢西高等学校 創立50周年記念事業のご案内

《日　時》	 令和５年（2023年） 9月30日（土）　午後６時～

《会　場》	 ANAクラウンプラザホテル金沢

《その他》 祝賀会への参加方法 同封のハガキにて9月11日（月）までにお申し込みください。
   参加費は5,000円で当日受付にて頂戴いたします。

創立50周年記念祝賀会への参加方法
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1974年（昭和49年度）

４月 8日 第１回入学式
 （県立金沢二水高校体育館　金沢市緑が丘）

 
９月28日 開校式（この日を創立記念日とする）
３月20日 新校舎への移転作業

一回生という響き
　ビートルズが終焉を迎え「イマジン」がヒットチャートをかけ
あがり，吉田拓郎の詩が若者を席巻し，五木寛之の青春の門に共
鳴，大藪春彦にしびれ，ムツゴロウの青春記を発見した青臭い少
年が「一回生」という言葉を耳にしました。
　カッコイイじゃないか，何でも出来るじゃないかと思い入学し
た15歳，ところが見ると聞くとは大違い。校舎もない，部活もあ
まりない，プールもない（水泳部志望だった），柔剣道場もない，一
時はふてくされかかっていました。
　しかし時代は，アリのキンシャサの奇跡に始まり，ベッケンバ
ウアーとクライフのＷ杯，赤ヘル初優勝，ユーミンのデビュー，吉
田拓郎のつま恋，田中角栄の逮捕，そして私生活では，「平凡パン
チ」や「プレイボーイ」が頭の上を飛び回り，ふてくされるどころ
か，勉強する暇もない３年間でした。
　後に聴いた「行儀よく真面目なんてくそくらえっと思った」「先
生あなたはかよわき大人の代弁者なのか？」ということを，いつ
か質問しようと思っていたら，何年かして出会った先生は「やさ
しい目をしていた」その笑顔を見ているうちに「僕の欲しかった
ものは何ですか」という叫びと共に「一回生の黒歴史」は消えて
ゆきました。（オフコースのサヨナラが聴こえる）
　最後に私は64歳の若輩者ですが，吉田拓郎が歌った「ついて
くる世代に恥じないように」「届かない世代に恥じないように」と
いう言葉を私自身がかみしめて皆様に贈ります。�

奥田 正人（第１期生）

1975年（昭和50年度） 

４月 8日 第２回入学式（新校舎　金沢市藤江北）

 

５月30日 高校総体初参加
６月 3日 修学旅行（東北・北海道方面５泊６日）
９月30日 第１回西高祭

ひょうひょうとした越野外至雄先生
　すらりと背筋が伸びて，淡々と順序立てて話す越野先生はク
ラス担任。数学の授業も受けていた。僕は先生の授業が終わるた
び，わからないことを質問した。越野先生からは，そのたびに丁
寧に答えてもらいありがたかった。その割には，数学の点数は芳
しくなかった。理解したつもりでも，実際には理解していなかっ
たんです。
　卒業してからも40年以上，先生と年賀状のやりとりが続き，今
年が最後となりました。フランス，バリのさらりとした風景画，先
生が描いたものでした。� 松尾 貞英（第２期生）

1976年（昭和51年度）

５月28日 サッカー部県総体初優勝
７月20日 西高新聞創刊
 男子バレー部新人大会優勝
３月 7日 同窓会結成
３月 8日 第１回卒業式

1977年（昭和52年度）

1978年（昭和53年度）

６月 5日　県総体
 （サッカー・男子バスケ優勝）
８月13日 第１回同窓会総会・祝賀会
 （石川県労働会館）
９月22日 新校舎落成式・創立５周年記念式典

1979年（昭和54年度） 

全国高校サッカー選手権初出場

西高への思い
　西高に通った３年間，バスの便が悪かったため，雪が降る直前
まで自転車で通っていました。風が強い日のシベリア街道は本
当に辛かった記憶があります。そして，自分が所属していた柔道
部の道場はそのシベリア街道の入口付近にありました。プレハ
ブ造の道場で畳が波打っていたのを覚えています。卒業後，地方
公務員として働くことになり，縁があって母校の事務職員とし
て配属されました。これまでの職場とは一味違った思い入れを
持って仕事をさせていただきました。もうじき，定年を迎える自
分の県庁人生の中でも思い出の１ページとなりました。ありがと
うございました。� 加藤 晃（第６期生）

1980年（昭和55年度）

1981年（昭和56年度） 

全国高校サッカー選手権ベスト16

1982年（昭和57年度） 

８月 4日 第２体育館完成

　　NISHIKO50

母校の歩み
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1983年（昭和58年度）

９月28日 創立10周年記念式典
 （記念事業：中庭整備事業に同窓会として寄付）

新保先生との出会い
　私が新保先生との出会いは金沢西高校合格発表の翌日，「金沢西
高校の新保やけど，明日３時にサッカー部の練習あるからグランド
に来い」と連絡を受け練習に行ったのが初めての出会いでした。当
時はテレビでしか見たことのない先生でしたので羨望していた記
憶です。グランドでの先生は昭和のスポ魂指導で何度も何度もサッ
カーへの情熱が消えました・・・。当時の私達のチームは全国レベル
にはまだまだのレベルで，全国レベルチームとの練習試合は毎回惨
敗です。試合後の先生は「上位チームに勝つにはそのチームより練
習するしかないんやから，今からグランド10周」何度も何度もこの人
はオニだ，と心に叫んだ３年間でした。� 徳永 健一（第10期生）

1984年（昭和59年度）

1985年（昭和60年度）

1986年（昭和61年度）

「西高時代の思い出」
　12期生として入学しましたが，縁あって１年間米留学させてもら
いましたので，留年して２年生は一つ下の学年とのスタートでした。
始業式，私は一人だけスリッパの色が違う知らない奴。三日間誰も
口を聞いてくれませんでした。４日目の朝礼でやっと先生が「越原
は留学から帰ってきたんだ」という話をしてくれて，ようやく周りか
ら声がかかるようになりました。楽しい４年間の高校生活でした
が，あの辛い三日間は今でも夢に出て来ます。越原 寿朗（第13期生）

1987年（昭和62年度）

1988年（昭和63年度）

　当時は田んぼの真ん中にポツンと校舎が建っていたので冬の吹
雪の日は校舎が見えない！なんてこともありました。田んぼの中に
西高と地場産と県中の病院だけでしたね。
　進学校なのに２年生まではテスト前しか勉強せずに恋に遊
びに夢中な高校生活でした。周りの西高生もそういう子が多
かった気がします。放課後，レジャランにカラオケに行ったり，
北町ジャスコの学生ラーメン食べに行ったり。３年生になると
途端に受験モードになり必死に２年分の勉強を取り戻してい
たような笑。高校生の青春を思う存分謳歌できたバランスのい
い学校だったと思います。� Ｔ（第15期生）

1989年（平成元年度）

1990年（平成2年度）

1991年（平成3年度）

空手道部県総体団体初優勝

1992年（平成4年度）

２月 5日 県庁移転に伴う本校存続の要望提出
４月 1日 普通科英語コース新設

　私たちの在学時はとても自由な校風の中，のびのびと集団生活
を送っていたように記憶しています。
　当時の思い出は，沖縄への修学旅行や文化祭，部活動などが思い
浮かびますが，その中で特に印象的なのは個性豊かな先生たちで

した。見た目はジャイアンで兄貴のような存在の櫻井晃先生，優し
いルックスと英語力が光る正村泉一先生，いつも明るく元気な郡
楽（ごうら）先生，独自の世界観で独創的な授業を行う細川紘關先
生など，今でも多くの先生たちが記憶に残っています。
　これからも個性豊かな先生の下で多くの西高生が勉強に励み巣
立っていくことを願っています。� 大畑 裕一（第18期生）

1993年（平成5年度）

10月 2日 創立20周年記念式典
 （記念事業：中庭整備『ギ・ヤード』寄贈）

 1994年（平成6年度）

1995年（平成7年度）

４月 1日 65分授業開始

７月15日 第１回海外語学研修（英語コース）

1996年（平成8年度）

４月 1日 全日制単位制高校へ移行（英語コース廃止）

1997年（平成9年度）

1998年（平成10年度）

10月 7日 豪州テリガル高校と姉妹校提携調印
10月 8日 校舎移転改築落成式
 （20周年事業『ギ・ヤード』を小型化して移設）
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　私はオーストラリアの
文化を体験し，英語を勉
強するためにオーストラ
リアに行きました。�私は
素晴らしい時間を過ごし
ました。�英語だけでなく，
オーストラリアと日本の

生活スタイルの違いについても学びました。日常生活では，私たち
は似ていますが，細かな点では少し異なります。食生活や学校生活
などはそれぞれの国の伝統的な考え方に違いを発見できました。
オーストラリア人と日本人の違いはたくさんあり，彼らと私たちの
見た目はまったく異なります。しかし，彼らも私たちと同じ人間であ
り，心はまったく変わりません。� ＹＫ（第32期生）

2007年（平成19年度）

　「普通の事をしていては勝てない。」顧問の言葉です。
　朝に走り込みを行う「朝練」や合宿では夜中に練習など，今思
うと普通ではないことをたくさん耐えてきた日々を皆で過ごし
てきました。そのおかげで女子バスケットボール全国ベスト８
の記録，そして石川県NO．１を守り続けることができました。
コーチ，顧問の方々の指導，そして親の支え，仲間たちがいたから
こそ得られた結果です。その経験のおかげで今の自分がありま
す。皆には感謝したいです。� キセキの世代（第34期生）

2008年（平成20年度）

５月 6日　北信越高校野球県大会初優勝

 

12月26日　女子バスケ全国高校選抜ベスト８

2009年（平成21年度）

2010年（平成22年度）

2011年（平成23年度）

2012年（平成24年度）

2013年（平成25年度）

４月 1日 全日制学年制高校へ回帰
９月28日　創立40周年記念式典・祝賀会
 （記念事業：井上陽水コンサート）

旧校舎解体

1999年（平成11年度）

2000年（平成12年度）

2001年（平成13年度）

2002年（平成14年度）

2003年（平成15年度）

10月４日　創立30周年記念式典・祝賀会
 （記念事業：マイクロバス寄贈）

2004年（平成16年度）

2005年（平成17年度）

教室冷房整備工事
（同窓会として基金から学校に融資）

 2006年（平成18年度）

４月 1日 47分授業・８分休み時間制実施
 （休み時間は翌年から10分に変更）
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2019年（平成31年度）

	高校時代の思い出
　高校では部活動に励みました。初めて陸上に挑戦し，新しい環
境，新しい仲間に不安と期待でいっぱいでした。友達や先生方，
家族に支えられ，棒高跳びで結果を出すことが出来ました。棒高
跳びを通じて，出来ないもどかしさや悔しさ，成長出来た時の嬉
しさを味わいました。これまで私が持っていなかった，何かひと
つに情熱をかけられるものに出会えたおかげで，強く成長出来
たと感じます。今の自分がここまでこれたのはこの経験があっ
たからだと思います。そして，今年度から，小さい頃からの夢だっ
た看護師として働くことになります。不安はありますが，また自
分を信じて頑張りたいと思います。� ＴＲ（第43期生）

2020年（令和2年度）

　 一期一会
　私の高校生活の思い
出は，多くの人と出会
えたということです。
高校生活では様々な楽
しい事，辛いことがあ
りました。西高祭，球技

大会，修学旅行など多くの思い出があります。しかし，どの場面を
切り取っても友達や仲間が一緒にいる場面が思い浮かびます。
楽しいことは誰かといればより楽しくなり，辛いことも一緒に乗
り越えることが出来ました。いつも近くで支えて下さった先生
方，大好きな尊敬する先輩方，受験期を共に乗り越えた仲間，そ
して何より家族よりも多くの時間を共にすごしたであろう女バ
スの７人。私は高校生活で，沢山の人に出会い，共に過ごすこと
が出来ました。全ての人との出会いが私にとってとても良い思
い出であり，無くてはならない出会いです。これからも西高が良
い出会いを導きますように!!� 萬澤 楓（第45期生）

2014年（平成26年度）

2015年（平成27年度）

2016年（平成28年度）

北の国から西高生へ
　ようこそ北海道へ！空港でこの看板を見たときに私はとても
感動したことを今でも覚えています。高校２年の修学旅行は，北
海道３泊４日の旅でした。飛行機で約１時間のフライト。飛行機
から見た空の景色は，ジオラマのように美しく感じました。北海
道に上陸し，富良野・旭川・小樽・札幌を巡りました。その中でも
特に札幌ドームでプロ野球観戦した際は，全員の白熱した応援
で会場を盛り上げたことは忘れません。仲間と一緒に北海道を
巡り学んだ経験は一生の宝物でした。� 藤田 純也（第43期生）

2017年（平成29年度）

７月 1日 同窓会40周年記念事業

  （電子黒板機能プロジェクター 24基寄贈）

　金沢西高校の思い出はたくさんありますが，３年生の西高祭
が１番心に残っている行事です。３年生は出し物として各クラス
が屋台を出店し，西高祭を盛り上げました。私たちのクラスは焼
きそばとフランクフルトの屋台を出店し，狭い屋台の中で夏の
暑さと鉄板の熱さで汗をかきながら焼きそばを作りました。他
のクラスも様々な屋台を出店し，当時の流行の食べ物のチーズ
ドックを出していた屋台はすごい行列がついていました。
　勉強はともかく，体育の成績すら男女合わせてクラス成績最
下位だった私が，なぜ創立50周年記念文集に寄稿するのか，同
期の方々からしたら「なんでこの人が」となるかと思いますが，西
高の先輩である「叔父」に頼まれたので仕方ありません。今思い
返すと，中学時代は３年間，高校時代にはケガがあり１か月間だ
けでしたがバスケ部に所属し，運動は苦手ではなく，むしろ身体
を動かすことは好きなほうなのに，なぜ体育の成績がいつもビ
リだったのか，納得がいきません。やはり持久走を真面目にやら
なかったことが原因なのでしょうか。� 水名 奨（第43期生）

　私が高校生活で最も印象に残っている思い出は部活動です。
私は野球部のキャプテンをしていました。チーム自体は特に強
くもなく，大会で良い成績を残せたわけではないのですが，目標
に向かって仲間とともに努力した日々は，楽しい出来事も，つら
かった出来事も，私にとってかけがえのない宝物となりました。
指導してくださった先生方，キャプテンである私についてきて
くれたチームメイトの皆さんには，今でも心から感謝していま
す。� 長尾 晃次（第43期生）

2018年（平成30年度）

２月16日 第一期生同窓会（一西会）発足祝賀会
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2021年（令和3年度）

2022年（令和4年度）

　私にとって，テスト期間などに放課後に残って友達と勉強を
したことがとても楽しかった思い出です。テストに向けて友達と
教え合いながら勉強したり，疲れた時には一緒にお菓子を食べ
て話をしたり，先生に質問をしに職員室に行ったり，そんな何気
ない時間が今思えばとても楽しかった時間だったと感じます。
普段は話さない人とでも，テスト期間にはみんなで協力して教
え合うことがあったので，テストは好きではなかったけど，みん
なで勉強できる時間が好きでした。� 竹浪 みなほ（第46期生）

　金沢西高校創立50周年おめでとうございます。中学と比べ知
り合いの少ない環境に踏み出し，３年間通い続け，様々な挑戦を
得て，最高の仲間・最高の先生の方々と出会えました。様々な活
動に挑戦できる環境であることが金沢西高校の魅力であると実
感しています。現在通っている生徒，これから入学し通う生徒の
方々もこの高校の３年間で様々な挑戦ができ，それによってこ
の金沢西高校にさらなる栄光があることを願っています。
� 高嶋 匠（第46期生）

　私の西高校での思い出は部活動である。私はフェンシング部
に所属していた。１年生の全国選抜はコロナ渦により開催されな
かった。緊急事態宣言中は制限も多く，開催されるかも分からな
い大会を目標に練習する日々は苦しかった。しかし，そんな環境
であったからこそ私達の代は互いに成長出来たと思う。最後の
大会であるインターハイに出場することができ，目標を実現す
ることができた。コロナ渦という苦境を乗り越えられた仲間は
一生の宝物である。 松井 こはる（第46期生）

2023年（令和5年度）

９月30日 創立50周年記念式典・祝賀会

特別寄稿

「今だから伝えておきたいこと」
 高井 俊也

入学式の日は天気が良かったような気がする。高校生活
の初日は，二水高校の敷地内にある３階建ての建物で始ま
ることになる。３階の自分の教室に入ると，この先３年間を
ともに過ごすことになるだろう同級生が大勢座っていた。
僕は，同じクラスに中学の同級生がいなかったこともあっ
て，誰とも話すことなく，緊張しながらこれから始まる高校
生活について思いを巡らせていた。

先輩がいないことについては，周囲が色々とコメントを
していたが，「人生の中でめったに巡り合わない幸運」だと
か，「自分たちが歴史を作っていくんだ」という前向きな思
いも，逆にこれからの不安も現実のものとしては感じては
いなかった。当然のことだが，部活動の勧誘もなければ，上
級生の出迎えもなく，ただ，これから３年間が始まるんだと
いうワクワク感と緊張感，先生方や友達との出会いを楽し
みにしていただけだった。

ところが，ここで衝撃の出会いと体験をさせられること
になる。自分たちが着席している机の天板にはまだ新品で
あることがはっきりとわかるビニールカバーがかかったま
まだった。「この学校は新しい学校だ。この学校の歴史は今
日から始まる。机のビニールをはがすことが歴史の第１歩
だ。」担任の自己紹介もないまま，私の高校生活は衝撃でス
タートした。後で友達に確認したところ，他のクラスではそ
のようなことはなく，自分のクラスだけだったことが分
かったが，強烈な初日を始め仮校舎での１年間は驚きの連
続だった。その担任の先生と後に英語を教わることとなる
英語の教師のふたりの影響で自分も教職の道を選び，担任
の先生が金沢西高校の学校長の時に同じ職場で働くことが
できる幸運にも恵まれた。

秋には開校式と校歌の披露があった。そう言えば入学式
でも校歌は歌わなかったなあ。その校歌も最初は２題目（２
番）までしかなく，金沢西高校の名前が歌詞に含まれていな
いので，３題目（３番）を創ってもらったらやっぱり学校名
が入ってなかったという落ちで終わったことは先生方も
ガッカリしていた。

高校２年生は藤江の新校舎－今では旧校舎というのだ
けど－の特別教室が割り当てられて学校生活がスタートし
た。普通の教室が無くても，自分たちの学校ができたことは
この上なくうれしかった。中でも修学旅行が大きな思い出
となった。５泊６日の東北北海道の旅では，秋田・青森・函
館・札幌・青函連絡船の５泊は忘れがたいものだが，１年生
の終わりに新潟県の高校に転校した友達が道中の新潟駅か
ら酒田駅まで同じ列車に乗ってきてくれてみんなで「岬め
ぐり」を合唱したことも記憶の片隅にある。

良いことも悪いこともたくさんあった３年間だったが，
あの入学式の日から50年の月日が流れ，50年目にも自分
が立ち会えることは当時は思いもしなかったことだが，私
たち第１期生は，後輩達に恥ずかしい思いをさせないよう
に社会で懸命に生きてきて大小の差はあれど，世の中に貢
献できたと信じている。 （第１期生・旧職員）
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●国立大学
学校名 2019 2020 2021 2022 2023

帯広畜産大 1
北見工大 1
室蘭工大 1
岩手大 1 1
秋田大 1
山形大 1
筑波大 1
群馬大 1
千葉大 1
東京工業大 1
上越教育大 1 5 1
新潟大 3 1 1 1
富山大 11 21 19 24 16
金沢大 4 5 7 10 13
福井大 2 2 5 1
山梨大 1
信州大 2
静岡大 1 1
愛知教育大 1
名古屋工大 1 1
三重大 1
滋賀大 1 1
京都教育大 1 1
島根大 1 1
岡山大 1
山口大 1
徳島大 1
高知大 1 1 1
琉球大 1
国 立 大 合 計 23 38 36 49 40

●短期大学
学校名 2019 2020 2021 2022 2023

大月短大 1
岐阜市立女子短大 2
静岡県大短大部 1 2
三重短大 1 1
国学院北海道短大 1
有明教育芸術短大 1
大妻女大短大部 1
創価女短大 1
東京交通短大 1
富山福祉短大 1
富山短大 1 1
金沢学院短大 1 12 2 5
金沢星稜大女短大 26 35 23 14 9
金城大短大部 2 3 7 7 7
北陸学院大短大 5 5 3
仁愛女短大 2
愛知学院大短大 1
京都外語短大 1
大阪芸術大短大部 1
関西外大短大部 4 1
武庫川女大短大 3
比治山大短大部 1
短 大 合 計 37 61 49 32 17

●専門学校（看護、保育の一部の学校）
学校名 2019 2020 2021 2022 2023

石川県総合看専 17 16 9 0 4
金沢医療附看護 16 16 10 8 7
金沢看護専門 14 7 4 1 1
石川県立保育専門 8 6 4 2 0
専門学校合計 55 45 27 11 12

●私立大学
学校名 2019 2020 2021 2022 2023

流通経済大 1
高崎健康福祉大 1
群馬医療福祉大 1
群馬パース大 3
埼玉工業大 1
城西大 1 1
東京国際大 1 5
麗澤大 3
日本工大 1
文教大 1
大正大 2 1
国際武道大 1
淑徳大 1 3
城西国際大 1
千葉工大 4
青山学院大 1 2 1 1 1
亜細亜大 1
桜美林大 1 1
大妻女子大 1
北里大 1 2
国士舘大 1 1 2 1
駒澤大 3 2 1 4
獨協大 1

学校名 2019 2020 2021 2022 2023
産業能率大 1
順天堂大 1
上智大 1
白百合女子大 1
杉野服飾大 1
成蹊大 2
成城大 1
専修大 3 2 1 2 3
創価大 10
大東文化大 1 2
拓殖大 1
玉川大 1
帝京大 2 1 2 2
東海大 1 4 6 3 2
東京家政大 1
東京経大 1
東京工科大 3
東京工芸大 1 1
東京聖栄大 1
東京電機大 1 2
東京都市大 1
東京農大 2 4
東京理大 2 1
東洋大 3 2 4 1 10
東洋学園大 1
日本大 3 5 6 4 2
日本女子体育大 4
日本獣医生命大 2
文化学園大 1 1
法政大 1 1
武蔵野大 2
文化学園大 1
文教大 1
明治大 1 2 2 1 1
明治学院大 1 1
目白大 1
立教大 1 1
立正大 2 1
明星大 2
神奈川大 5 1 3 5 1
神奈川工科大 1 4 1
関東学院大 1
湘南工科大 1 2
桐蔭横浜大 1 1
新潟薬科大 1
新潟医療福祉大 4 1 2 1 1
新潟経営大 1
新潟工科大 1 1 1
新潟食糧農業大 1
高岡法大 4 4 2
富山国際大 2
金沢医大 11 14 3 10 6
金沢学院大 45 51 53 62 29
金沢工大 110 110 140 193 207
金沢星稜大 161 152 187 311 173
金城大 21 50 25 28 19
北陸大 46 62 73 90 51
北陸学院大 26 12 23 6 18
かなざわ食職大 2 1
仁愛大 2 4 2
福井医療大 1 1
福井工大 10 11 2 5
東海学院大 1 1
静岡理工科大 1
常葉大 1
愛知大 1
愛知学院大 1 3 1 4
愛知工業大 1 2 1
愛知淑徳大 1 1
修文大 1
中京大 2 2 1 8 3
中部大 1 1 3 1
東海学園大 1
名古屋学院大 1 8 2
名古屋学芸大 1
名古屋経済大 1
名古屋国際工科専門職大 1
南山大 3
日本福祉大 1
名城大 3 7 5
人間環境大 1
皇学館大 1 1
一宮研伸大 2
四日市大 1 1
成安造形大 1 3 1 1 1
長浜バイオ大 2 1
びわこ学院大 2
大谷大 2 2
京都外大 1 1 3
京都光華女子大 1 2
京都産業大 10 14 31 18 17

学校名 2019 2020 2021 2022 2023
京都女子大 1 3
京都精華大 2 1 3 1
京都先端科学大 2 1
京都造形芸大 2
京都芸術大 1
京都橘大 1 3 14 10
ノートルダム大 1
京都文教大 1
同志社大 1 1 1 1 2
佛教大 6 1
平安女学院大 1
立命館大 4 4 5 5 11
龍谷大 10 4 9 13 10
追手門学院大 1 2 1 1
大阪大谷大 1
大阪学院大 2 1
大阪経大 5 2 4 1 4
大阪経済法科大 3 1
大阪芸大 1 2
大阪国際大 1 1
大阪産大 4 16 7
大阪工大 1 5
大阪商大 2
大阪樟蔭女子大 1 2
大阪体育大 2
大阪成蹊大 1
大阪電気通信大 2
関西大 1 1 1 3 2
関西外大 3 2 3 7
関西福祉科学大 3 1
近畿大 2 7 15 8 17
四天王寺大 4
摂南大 3 1
桃山学院大 6 1
桃山学院教育大 3
森ノ宮医療大 1
関西国際大 5
関西学院大 2 3
甲子園大 1
甲南大 2
神戸学院大 2 2 2 3
神戸松蔭女子大 10 1
神戸女子大 2
神戸親和女子大 1
武庫川女子大 2
天理大 4
帝塚山大 1
奈良大 3 1
岡山理大 4 3 2
広島工大 1
福山大 1
安田女子大 1
日本文理大 1 1
西南学院大 1
福岡大 1
沖縄大 1
私 立 大 合 計 559 622 704 879 691

●公立大学
学校名 2019 2020 2021 2022 2023

釧路公立大 1
秋田県立大 2
国際教養大 1
高崎経大 2 1 1 1 1
前橋工科大 1 1 1
長岡造形大 1
富山県立大 5 1 2 9 4
石川県立大 6 9 8 11 7
石川県立看護大 4 6 5 10 6
金沢美術工芸大 1 2 1 1 1
公立小松大 12 21 14 15 7
福井県立大 1 3 6 3 5
都留文科大 1 3
諏訪東京理大 1 1 1
山梨県立大 1
長野大 1 1 1
長野県立大 1 3 2 3
静岡県立大 1
愛知県立大 1
福知山公立大 1
兵庫県立大 1
芸術文化観光専門職大 1
公立鳥取環境大 2
島根県立大 1 1
岡山県立大 1 1
新見公立大 1
尾道市立大 1 1 2
広島市立大 1 3
福山市立大 1
高知工科大 1
名桜大 1
公立大学合計 40 52 52 57 42
国公立大学合計 63 90 88 106 82
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�進路状況

(1)�2023年3月卒業生の進路状況

2023年3月卒業生274名の進路状況について、四年制大学が国公立大学74名(27%)、私立大学154名(56%)で合わせて

228名(83%)、短期大学が5名(2%)、専門学校が27名(10%)、各種学校が2名(0.7%)、就職が1名(0.4%)、未定が11名(4%)で

あった。次に、進学状況を地方別にみると、四年制大学は北海道が2名(国公立大2名)、関東が21名(国公立大4名、私立大17

名)、中部が163名(国公立大62名、私立大101名)、そのうち石川県内は130名(国公立大31名、私立大99名)、近畿が34名(国公

立大2名、私立大32名)、中国が4名(国公立大2名、私立大2名)、四国が2名(国公立大学2名)、九州が2名(私立大学2名)であっ

た。短期大学は5名全員が石川県内への進学であった。専門学校等(各種学校を含む)は石川県内が23名、県外が6名であった。

(2)�2023年度入試の合格者数

既卒生を合わせた合格者数(のべ人数)について、国公立大学82(国立大40、公立大42)、私立大学691、短期大学17、専門学

校等56であった。国公立大学の入試区分別合格者数は学校推薦型選抜が9、一般選抜が73(前期63、中期6、後期4)であった。

主な合格先は千葉大1、金沢大13、富山大16、石川県立大7、石川県立看護大6、公立小松大7であった。金沢大の合格学類は、先

導1、法2、経済1、学校教育1、地域創造1、国際1、数物科1、3学類一括3、保健1、理系一括1であった。私立大学の入試区分別合

格者数は学校推薦型選抜が14、総合型選抜等が5、一般選抜が671であった。主な合格先は青山学院大1、東京理科大1、明治大

1、同志社大2、立命館大11、関西大2、金沢工業大207、金沢星稜大173であった。

(3)�2019 〜 2023年度入試の5年間の合格者数

2019 ～ 2023年度入試の5年間でみると、国公立大学の合格者数(のべ人数)は合計429(年度順に63，90，88，106，82)で、

2022年度が106と過去最高の多さであった。難関大では、筑波大に1(2020)、東京工業大に1(2022)、国際教養大に1(2022)

の合格者を出した。金沢大には合計39(年度順に4，5，7，10，13)、富山大には合計91(年度順に11，21，19，24，16)が合格

した。私立大学での主な大学の合格者数は、青山学院大6、東京理科大3、明治大7、同志社大6、立命館大29、関西大8、関西学院

大5、京都産業大90、龍谷大46、近畿大49、金沢工大760、金沢星稜大984であった。全私立大学合格者数に対する県内の私立

大学合格者数の占める割合は、金沢星稜大28.5%、金沢工業大22.0%、北陸大9.3%、金沢学院大6.9%、金城大4.1%、北陸学

院大2.5%、金沢医科大1.3%、かなざわ食マネジメント専門職大学0.1%であった。短期大学においては全短期大学合格者数

に対する県内の短期大学合格者数の占める割合は84.6%であった。専門学校(看護系)においては、金沢医療センター附属金

沢看護学校が合計57名と最多であり、次いで石川県立総合看護専門学校が46名であった。

https://www.arotec-kk.com

消防設備・電気設備・電気通信設備
販売・設計・施工・保守点検

TEL(076)251-2210金沢市小金町4番23号〒920-0805

株式会社 アロテック

皆様の安全・安心・快適な暮らしのために…
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石川県立
金沢西高等学校
同窓会 飛  翔
〒920-0344　石川県金沢市畝田東3-526
TEL 076-268-4321／FAX 076-268-7329
URL https://www.ishikawa-c.ed.jp/~nishih/

印刷・デザイン　ヨシダ印刷株式会社
〒921-8546　石川県金沢市御影町19番1号
TEL 076-241-2141／FAX 076-243-4515
URL https://www.yoshida-p.jp/

2023年８月発行

大畑食品株式会社
「クルミのおやつ」金沢百番街あんと店

編集後記
母校が50年の歴史を刻み続けたことは，歴史の浅い多くの高
校が統廃合によって名前が消えていったことを思えば非常に
価値のある半世紀だと言えるでしょう。今回「母校の歩み」を編
集するにあたり，50年の歴史も創設期の先生方と１期生の存在
があってこそのものと，改めて敬意と感謝の気持ちを持つにい
たりました。
全国に１１６校ある公立の『西高校』の一つとして16,000人
超の卒業生とともに次の50年へ向けて更なる発展を誓い合い
たいと思います。
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